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札幌保健科学雑誌　第６号　42ʵ46（2017）

報　࣬

看護学生を対યとした認定看護師・୺࿝看護師の 

঩৾ڒංに関する公開Γη΢ーの評価

ཪ野ذ子1)Ȃ࿝間正子2)Ȃ内田裕美3)Ȃ神田直樹4)Ȃ田࢛裕紀子3)Ȃ 

春名純平3)Ȃٯ川͠り子5)Ȃ城丸瑞恵1)

1）ढ़ི医ش大学保健医療学部看護学ش 
2）日本医療大学保健医療学部看護学ش 
3）ढ़ི医ش大学້௺病֭ 
4）北海道医療大学看護໛ছ学部看護学ش 
5）北海道ၛ子ども௙合医療・療֗Γンター

　本研究の目的は、公開セϛナー ň認定看護師・専門看護師のシΰト-֨ࢿऔ得から実ࡍの活動-ŉ 開࠵の
試みをࢀ加者΁の࣭問紙調査の結果をࢀ考にධՁすることである。2013～2015年度、年1回、全3回開࠵し
たセϛナーのࢀ加学生Ԇ΂42人にセϛナーࢀ加΁のࢀ加理༝、認定・専門看護師΁の認識の変Խ等の࣭問
紙調査を実施した。分ੳは記述౷ܭおよび自༝記述はҙຯ内༰の類ੑࣅからカテΰリԽした。結果、39件
の有ޮ回౴を得た。セϛナーࢀ加理༝は「認定・専門看護師の֨ࢿऔ得方法を஌りたかͬた」が最もଟく、
セϛナーࢀ加による認定・専門看護師΁の認識は、8ׂ以上が「理ղできた」、「関৺がもてた」と回౴した。
自༝記述からʲ認定看護師・専門看護師のҧいや֨ࢿऔ得、活動の実ࡍの理ղのਂまりʳ̡ 実ࡍに認定看
護師・専門看護師の࿩をฉくوॏな機会ʳ等のカテΰリがந出された。以上より、本セϛナーは有֨ࢿ者
から௚઀࿩をฉくوॏな機会となり、認定・専門看護師΁の認識がߠ定的に変Խしたことから、学生のキ
ϟリア発ୡ支援に有ޮであͬたことが示ࠦされた。

キーワード：看護学生　認定看護師　専門看護師　公開セϛナー

Evaluation of the Open Seminar for Nursing Students on the Subject of Certified 

Nurse and Certified Nurse Specialist Qualifications

Natsuko MAKINO1）, Masako MOMMA2）Ȅŉiųomi UCŉIŅł3）ȄNaoŬi ŌłNŅł4)Ȅ 

ŚŶŬiŬo TłGUCŉI3)ȄŋŶnpei ŉłœUNł3)ȄŚŶųiŬo ŎINłGłŘł5)ȄŎiŻŶe ŔŉIœŐŎłœU1)

1）NŶųsinŨ Ņepaųtmentĭ ŔŤũooŭ oŧ ŉeaŭtũ ŔŤienŤesĭ Ŕappoųo ŎediŤaŭ Uniŷeųsitź
2）Ņepaųtment oŧ NŶųsinŨĭ ŇaŤŶŭtź oŧ ŉeaŭtũ ŔŤienŤesĭ ŋapan ŉeaŭtũ Caųe CoŭŭeŨe
3）Ŕappoųo ŎediŤaŭ Uniŷeųsitź ŉospitaŭ
4） ŉeaŭtũ ŔŤienŤes Uniŷeųsitź oŧ ŉoŬŬaidoĭ ŔŤũooŭ oŧ NŶųsinŨ ħ ŔoŤiaŭ ŔeųŷiŤesĭ Ņepaųtment oŧ łdŶŭt ŉeaŭtũ 

Nursing
5）ŉoŬŬaido mediŤaŭ Ťenteų ŧoų Ťũiŭd ũeaŭtũ and ųeũaţiŭitation

Between 2013 and 2015 ĩţotũ ŧisŤaŭ źeaųsĪĭ tũe aŶtũoųsȧ team oųŨaniŻed an annŶaŭ open seminaų ȨThe work 
of certified nurses (CN) and certified nurse specialists (CNS): certification process and practice” to help 

nursing students consider their career path, and 42 students in total attended.  The purpose of this paper 

is to eŷaŭŶate tũis seminaų ŧųom ŧeedţaŤŬ Ũiŷen ţź tũe attendants on a ŲŶestionnaiųe sŶųŷeź ŸũiŤũ asŬedĭ 

among other things, the reason for attending the seminar and how their perception of CN/CNS changed.  

ŒŶantitatiŷe data Ÿas anaŭźŻed ŶsinŨ desŤųiptiŷe statistiŤs and ansŸeųs to open ended ŲŶestions Ÿeųe 

ŤateŨoųiŻed ţź anaŭoŨźį  łmonŨ 39 ŷaŭid ųesponsesĭ tũe most popŶŭaų ųeason ŧoų attendinŨ Ÿas Ȩto ŭeaųn 

ũoŸ to ŲŶaŭiŧź as CNİCNŔȩȅŐŷeų 80Ħ said tũeź ũad Ũained an ŶndeųstandinŨ oŧĭ and ţeŤame inteųested inĭ 

tũese ŲŶaŭiŧiŤationsį  CateŨoųies eŹtųaŤted ŧųom ŧųee desŤųiption inŤŭŶded ȨinsiŨũt into tũe diŧŧeųenŤe ţetŸeen 

CN and CNŔĭ ŲŶaŭiŧiŤation ųeŲŶiųements and aŤtŶaŭ ŸoųŬȩ and ȨŷaŭŶaţŭe oppoųtŶnitź to ŭisten to tũe stoųies oŧ 

CN and CNŔȩȅTũese ųesŶŭts sŶŨŨest tũat tũe seminaų Ÿas an eŹŤeŭŭent Ťaųeeų deŷeŭopment sŶppoųt tooŭĭ 

in tũat it pųoŷided nŶųsinŨ stŶdents Ÿitũ a ųaųe oppoųtŶnitź to inteųaŤt Ÿitũ pųaŤtiŤinŨ CNİCNŔ and impųoŷed 

tũeių ŶndeųstandinŨ oŧ tũe ŲŶaŭiŧiŤationsį 

Ōeź ŸoųdsȇnŶųsinŨ stŶdentsĭ Ťeųtiŧied nŶųseĭ Ťeųtiŧied nŶųse speŤiaŭistĭ open seminaų

 Ŕappoųo ŋį ŉeaŭtũ ŔŤiį 6ȇ42-46(2017)

 ŅŐIȇ10. 15114/sjhs. 6. 42

受付日：2016年８月２日　　受理日：2016年11月７日
ʻ࿈བྷ先ʼ　຀野夏子：˟060‐8556　札幌ࢢ中ԝ۠ೆ1条西17ஸ目　札幌医科大学保健医療学部看護学科
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຀野夏子、門ؒ正子、内田裕美、ਆ田௚樹、田口裕紀子、य़名७ฏ、օ川ゆり子、৓ؙਸ਼ܙ

Ⅰȅは ̲ め に

、今、看護学生のキϟリア教ҭのॏ要ੑがᨳわれておりࡢ　
看護セϛナーの開１࠵）、ब৬先બ択に関する研究２）３）、ब
業後の動向調査４）、キϟリアデβインに関する調査５）等が
報告されている。
　研究者らは、看護学生を対象にキϟリア発ୡに関する実
ଶ調査６）を行い看護学生は認定・専門看護師΁の関৺がߴ
いこと、֨ࢿऔ得の情報を必要としている結果を得た。そ
こで、看護学生のキϟリア発ୡ支援を目的とした活動を検
౼し、第一段֊として認定・専門看護師の֨ࢿऔ得に関す
る情報提ڙの場をઃけることを試みた。
　今回、公開セϛナー ň認定看護師・専門看護師のシΰト
の活動‐ŉࡍऔ得から実֨ࢿ‐ (以下、セϛナーと略す)の開
考にධՁした結ࢀ加者΁の࣭問紙調査結果をࢀ、を試み࠵
果、看護学生に対するキϟリア発ୡ支援に示ࠦを得たため
報告する。

ⅡȅΓη΢ーのٽ要

　セϛナーはA大学の看護学生を対象に2013年～2015年度
に年1回、全3回に渡り開࠵した。開࠵にࡍし同大学のϗー
ムページおよび学生掲示൘を用いてप஌した。ࢀ加は自༝
。加でありແྉでઃ定したࢀ
　内༰は、1）認定・専門看護師のҧいやಛ௃、2）認定・
専門看護師を目指した動機や活動の実ࡍでߏ成し45分～60
分でઃ定した（表１）。各年度のߨ師は、看護学生のر๬
とA大学大学院教ҭ課程の専߈を考慮し研究者ؒで検౼を
行い決定した。ߨ師は所属施ઃの看護部長のڐՄを得て依
頼した。

Ⅲȅ研 究 ༷ 法

　2014年2月、2015年2月、同年11月に開࠵したセϛナーに
：加した看護学生Ԇ΂42人（2013年度：30人、2014年度ࢀ
10人、2015年度：2人）を対象に、セϛナー後に自記ࣜ記
名࣭ࣜ問紙調査を実施した。対象΁の説明および࣭問紙の
配෍は、看護学生΁の৺理的な配慮としてA大学の教৬員
以外の研究者が行い、回ऩは෧౵に入れด෧し回ऩശに投
വするよう依頼した。
　調査内༰は、1）基本的属ੑ、2）ر๬する医療৬種、3）
認定・専門看護師΁のر๬の有ແ、4）セϛナー΁のࢀ加
理༝、5）セϛナーࢀ加による認定・専門看護師΁の認識
の変Խ、6）ײ૝でߏ成した。
　1）基本的属ੑは学年および本セϛナー΁のࢀ加回数を
બ択し、2）ر๬する医療৬種は、「看護師」「保健師」「助
師」「まͩ決めていない」の4項目から1項目のみબ択と࢈
した。3）認定・専門看護師΁のر๬の有ແは、「認定看護
師を目指している」「専門看護師を目指している」「認定看
護師か専門看護師を目指している」「認定看護師も専門看
護師も目指していない」「まͩ決めていない」の5項目から
ෳ数બ択をՄೳとした。4）セϛナー΁のࢀ加理༝は、「認
定看護師や専門看護師にڵຯがあͬたから」「認定看護師
や専門看護師として働いている人の࿩をฉきたかͬたか
ら」「認定看護師や専門看護師の֨ࢿをどのようにऔ得す
るのか஌りたかͬたから」「認定看護師や専門看護師が実
事をしているのか஌りたかͬたから」「ক࢓にどのようなࡍ
དྷのબ択ࢶをબͿための情報になるとͬࢥたから」の5項
目からෳ数બ択をՄೳとした。5）セϛナーࢀ加による認
定・専門看護師΁の認識の変Խは、セϛナーのࢀ加લより
認定・専門看護師それͧれの໾ׂを「よく理ղできた」「や

ນˍįȶ認定看護師・୺࿝看護師のシΌト-঩৾ڒංかͣ実கの活動-ȷの内ယ

開࠵時ظ 開࠵時ؒ 発表内༰ 師ߨ
2013年度 60分 認定看護師、専門看護師のҧいやಛ௃ がΜ看護専門看護師

認定看護師औ得の動機や活動の実ࡍ
がΜੑ᙭௧看護認定看護師
手術看護認定看護師
看護認定看護師ٸٹ

専門看護師を目指した動機や活動の実ࡍ 小ࣇ看護専門看護師教ҭ課程ࡏ学生
専門看護師औ得の動機や活動の実ࡍ 者看護専門看護師ױॏ症・ੑٸ

2014年度 45分 認定看護師、専門看護師のҧいやಛ௃ 学生ࡏ者看護専門看護師教ҭ課程ױॏ症・ੑٸ

認定看護師औ得の動機や活動の実ࡍ
手術看護認定看護師
؇和έア認定看護師

専門看護師を目指した動機や活動の実ࡍ
小ࣇ看護専門看護師教ҭ課程修ྃ生
学生ࡏ者看護専門看護師教ҭ課程ױॏ症・ੑٸ

2015年度 45分 認定看護師、専門看護師のҧいやಛ௃ 者看護専門看護師教ҭ課程修ྃ生ױॏ症・ੑٸ
専門看護師を目指した動機や活動の実ࡍ 小ࣇ看護専門看護師

認定看護師औ得の動機や活動の実ࡍ
ൽෘ・ഉᔔέア認定看護師
看護認定看護師ٸٹ

p42_46.indd   43 2017/03/08   18:24:56
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看護学生を対象とした認定看護師・専門看護師の֨ࢿऔ得に関する公開セϛナーのධՁ

や理ղできた」「どͪらとも言えない」「あまり理ղできな
かͬた」「全く理ղできなかͬた」の5段֊から、関৺の有
ແを「とても関৺がもてた」「やや関৺がもてた」「どͪら
とも言えない」「あまり関৺がもてなかͬた」「全く関৺が
もてなかͬた」の5段֊から、ࢤ๬の有ແを「とてもなり
たい」「ややなりたい」「どͪらとも言えない」「あまりなり
たくない」「全くなりたくない」の5段֊からそれͧれ一つ
のみબ択とした。6）ײ૝は自༝記述をٻめた。
　分ੳは、数஋Խされた量的データは記述౷ܭを行い全体
を֓؍した。自༝記述で得られたデータは対象者がセϛナ
ーを௨して͡ײ、考えたことを表す記述をந出し、記述内
༰を要໿した。要໿したデータをҙຯ内༰の類ੑࣅに基づ
いて分類し、サϒカテΰリ、カテΰリを生成した。分ੳの
全ա程において共同研究者ؒで検౼をॏͶた。
　倫理的配慮として、研究者が所属する施ઃの倫理委員会
のঝ認を得た。対象者に文書で研究目的、研究ࢀ加の自༝
ҙࢥ、ಗ名ੑの保証、データのऔりѻい、結果の公表方法、
、しないことを説明しڹの୚൱は成੷や授業に一切Өྗڠ
࣭問紙の提出をもͬて研究ྗڠ同ҙとした。

Ⅳȅࠫ　　　果

　࣭問紙をԆ΂42件（回ऩ཰100.0�）回ऩした。本調査で
はセϛナー΁の初回ࢀ加時のデータを有ޮ回౴としたた

め、ෳ数回ࢀ加した学生のデータは初回ࢀ加時のデータを
調査対象とした。そのため、39件（有ޮ回౴཰92.9�）を
対象とした。
　対象者の学年は、1年生が5人（12.8�）、2年生が14人

（35.9�）、3年生が5人（12.8�）、4年生が14人（35.9�）、ແ
回౴が1人（2.6�）であり、ر๬する医療৬種は「看護師」
が31人（79.5�）、「保健師」が4人（10.3�）、「助࢈師」が2
人（5.1�）、「まͩ決めていない」が2人（5.1�）であͬた。
認定・専門看護師΁のر๬の有ແは、「認定看護師を目指
している」4人（10.3�）、「専門看護師を目指している」3
人（7.7�）、「認定看護師か専門看護師を目指している」14
人（35.9�）、「まͩ決めていない」18人（46.2�）であͬ
た。セϛナー΁のࢀ加理༝は、「認定看護師や専門看護師
にڵຯがあͬたから」6人（15.4�）、「認定看護師や専門看
護師として働いている人の࿩をฉきたかͬたから」17人

（43.6�）、「認定看護師や専門看護師の֨ࢿをどのようにऔ
得するのか஌りたかͬたから」26人（66.7�）、「認定看護
師や専門看護師が実ࡍにどのような࢓事をしているのか஌
りたかͬたから」21人（53.8�）、「কདྷのબ択ࢶをબͿた
めの情報になるとͬࢥたから」19人（48.7�）であͬた。
　セϛナーࢀ加による認定・専門看護師΁の認識の変Խは
表２に示した。認定看護師は、セϛナーࢀ加લより໾ׂに
ついて38人（97.4�）が「よく理ղできた」「やや理ղできた」、
関৺の有ແについて33人（84.6�）が「とても関৺がもて

認定看護師
໾ׂの理ղ 関৺の有ແ ๬の有ແࢤ

よく理ղで
きた

やや理ղで
きた

どͪらとも
いえない

あまり理ղ
できなかͬ
た

全く理ղで
きなかͬた

とても関৺
がもてた

やや関৺が
もてた

どͪらとも
いえない

あまり関৺
がもてなか
ͬた

全く関৺が
もてなかͬ
た

とてもなり
たい

ややなりた
い

どͪらとも
いえない

あまりなり
たくない

全くなりた
くない

対象全体ａ （n=39） 23ï59.0） 15ï38.4） 1ï2.6） 0ï0.0） 0ï0.0） 19ï48.7） 14ï35.9） 6ï15.4） 0ï0.0） 0ï0.0） 11ï28.2） 16ï41.0） 12ï30.8） 0ï0.0） 0ï0.0）

内༁ʀ
1年生 （n=5） 3 2 0 0 0 3 1 1 0 0 2 2 1 0 0
2年生 （n=14） 11 3 0 0 0 12 1 1 0 0 4 6 4 0 0
3年生 （n=5） 1 4 0 0 0 2 3 0 0 0 3 2 0 0 0
4年生 （n=14） 7 6 1 0 0 2 9 3 0 0 1 6 7 0 0
ແ回౴ （n=1） 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0

ａ表中の実数は人数を（　）内は�を示す

ນˎ-ˍȅΓη΢ー४حによる認定看護師への認識の་ا

専門看護師
໾ׂの理ղ 関৺の有ແ ๬の有ແࢤ

よく理ղで
きた

やや理ղで
きた

どͪらとも
いえない

あまり理ղ
できなかͬ
た

全く理ղで
きなかͬた

とても関৺
がもてた

やや関৺が
もてた

どͪらとも
いえない

あまり関৺
がもてなか
ͬた

全く関৺が
もてなかͬ
た

とてもなり
たい

ややなりた
い

どͪらとも
いえない

あまりなり
たくない

全くなりた
くない

対象全体ａ （n=39） 22ï56.4） 16ï41.0） 1ï2.6） 0ï0.0） 0ï0.0） 18ï46.2） 19ï48.7） 2ï5.1） 0ï0.0） 0ï0.0） 9ï23.1） 20ï51.3） 10ï25.6） 0ï0.0） 0ï0.0）

内༁ʀ
1年生 （n=5） 2 3 0 0 0 3 2 0 0 0 2 3 0 0 0
2年生 （n=14） 11 3 0 0 0 10 4 0 0 0 5 5 4 0 0
3年生 （n=5） 1 4 0 0 0 1 4 0 0 0 1 4 0 0 0
4年生 （n=14） 7 6 1 0 0 3 9 2 0 0 1 8 5 0 0
ແ回౴ （n=1） 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0

ａ表中の実数は人数を（　）内は�を示す

ນˎ-ˎȅΓη΢ー४حによる୺࿝看護師への認識の་ا
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຀野夏子、門ؒ正子、内田裕美、ਆ田௚樹、田口裕紀子、य़名७ฏ、օ川ゆり子、৓ؙਸ਼ܙ

た」「やや関৺がもてた」、ࢤ๬の有ແについて27人（69.2�）
が「とてもなりたい」「ややなりたい」と回౴した。専門
看護師は、セϛナーࢀ加લより໾ׂについて38人（97.4�）
が「よく理ղできた」「やや理ղできた」、関৺の有ແにつ
いて37人（94.9�）が「とても関৺がもてた」「やや関৺が
もてた」、ࢤ๬の有ແについて29人（74.4�）が「とてもな
りたい」「ややなりたい」と回౴した。
　セϛナーにࢀ加したײ૝は表３に示すようにʲ認定看護
師・専門看護師のҧいや֨ࢿऔ得、活動の実ࡍの理ղのਂ
まりʳ̡ কདྷについて考える機会・きͬかけʳ̡ 実ࡍに認定
看護師・専門看護師の࿩をฉくوॏな機会ʳの3カテΰリ
に分類された（カテΰリはʲ　 、rサϒカテΰリをʤ　ʥ
で示す）。
　̡ 認定看護師・専門看護師のҧいや֨ࢿऔ得、活動の実
の理ղのਂまりʳはセϛナーを௨して認定・専門看護師ࡍ
のҧいや֨ࢿऔ得方法、実ࡍの活動について理ղがਂまͬ
たことを示しており、ʤ認定看護師や専門看護師のҧいに
ついて஌ることができたʥなどの3サϒカテΰリからߏ成
された。
　̡ কདྷについて考える機会・きͬかけʳはセϛナーを௨
して自らのকདྷについて考える機会となͬたことを示して
おり、ʤ認定看護師や専門看護師΁のڵຯが༙きࢤ๬のき
ͬかけになͬたʥなどの3サϒカテΰリからߏ成された。

　̡ 実ࡍに認定看護師・専門看護師の࿩をฉくوॏな機会ʳ
は対象者がセϛナーをوॏな機会としてଊえていたことが
示されており、ʤ有֨ࢿ者のリアルな੠をฉくوॏな時ؒ
ͩͬたʥなどの4サϒカテΰリからߏ成された。

ᶛȅࣉ　　　ख़

　対象者のഎܠをみると、認定・専門看護師を目指してい
る学生が半数以上を઎めていた。対象者は授業で認定・専
門看護師と઀する機会はあるものの、֨ࢿऔ得方法や実ࡍ
の活動についてฉく機会はগなかͬたものとਪ察する。原
ら３）は看護学生のキϟリアࢤ向はスペシϟリストࢤ向がଟ
いことを報告しており、セϛナー開࠵લより認定・専門看
護師に関৺がߴかͬた対象者のχーζとセϛナーの開࠵目
的は相ҧがなかͬたものと考える。
　セϛナーࢀ加による認定・専門看護師΁の認識の変Խお
よびײ૝から、対象者は有֨ࢿ者の発表を௨して認定・専
門看護師の໾ׂの理ղや関৺がߴまりࢤ๬にܨがͬていた
ことが示された。ߋに、認定・専門看護師のҧいについて
理ղをਂめ、自身のকདྷについて考えるきͬかけとなͬて
いた。看護学生が現৬者から生の੠をฉくことは看護৬の
໾ׂや発లの機会について理ղをਂめるޮ果４）やロールモ
デルの֫得の機会、学習ҙཉの向上などのޮ果がある７）と

ນˏȅΓη΢ーに४حした感想

カテΰリ サϒカテΰリ 代表的な記載内༰の要໿

認定看護師・専門看護師のҧいやࢿ
֨औ得、活動の実ࡍの理ղのਂまり

認定看護師や専門看護師のҧいに
ついて஌ることができた

・ 認定看護師や専門看護師のҧいなどがᐆດͩͬたので今回のセϛナーをฉけてとてもࢀ考にな
ͬた。

・ 認定看護師と専門看護師のҧいについて஌ることができて良かͬた。

認定看護師や専門看護師の֨ࢿऔ
得のഎܠや動機について理ղする
ことができた

・ 専門看護師や認定看護師についてਂく஌れたͩけではなく、֨ࢿऔ得のഎܠも஌ることができ
た。

・ 認定看護師、専門看護師にどのようになるのか、なͥ目指そうとͬࢥたのか、大学院と学業と
の྆立について具体的に理ղできる機会となͬた。

・ 。ຯがਂまͬたڵऔ得について理ղや֨ࢿ加લよりࢀ

認定看護師や専門看護師の活動や
औ組について理ղすることができた

・ 実ࡍの認定看護師や専門看護師のऔり組みや活動内༰を஌ることができて良かͬた。
・ 認定看護師、専門看護師の༷々な分野で活༂する༷子まで஌ることができて良かͬた。

কདྷについて考える機会・きͬかけ

セϛナーを௨してকདྷについて考
える機会になͬた

・ セϛナーを機会に今後の進࿏について考え௚していきたい。
・ ৄしい֨ࢿऔ得の方法から実ࡍまでฉくことができ、改めて自分のキϟリアや人生ઃܭについ

て考えることができた。
・ 今回のセϛナーにࢀ加し自分の今後の働き方をもう一度考えてみようとࢥう。

認定看護師や専門看護師΁のڵຯ
が༙きࢤ๬のきͬかけになͬた

・ 専門看護師をࢹ野に入れていたがٛߨをฉいて目指しているものの方向ੑやੑ֨から考慮して
認定看護師も考えようとͬࢥた。

・ 認定看護師として現場で働きたいとͬࢥた。

今後のબ択ࢶをબͿための情報ऩ
集の機会となͬた

・ 現場で働く方のҙݟをฉくことでকདྷを考えることの大切さを実ײし、自分でも調΂ていきた
いとͬࢥた。

・ もうগし情報を集めてͬ͡くり考えようとࢥう。

実ࡍに認定看護師・専門看護師の࿩
をฉくوॏな機会

有֨ࢿ者のリアルな੠をฉくوॏ
な時ؒͩͬた

・ 実ࡍの方の੠をௌくことができてࢀ考になり良かͬた。
・ 。ॏな時ؒͩͬたوを࣋つ看護師の࿩をฉける機会はগないので֨ࢿ

༷々な分野の専門৬の࿩をฉきࢹ
野が広がͬた ・ ༷々な分野の専門৬の方の࿩をฉきࢹ఺が広がͬた。

࿩をฉいて自分のモνϕーシϣߨ
ンが上がͬた ・ 実ࡍに働いている方からお࿩しをฉき஌識が૿えモνϕーシϣンもあがͬたので良かͬた。

関৺分野の専門看護師のߨ࿩はた
めになͬた ・ কདྷは小ࣇ看護専門看護師も考えているのでセϛナーはとてもためになͬた。
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看護学生を対象とした認定看護師・専門看護師の֨ࢿऔ得に関する公開セϛナーのධՁ

報告されている。本研究でも先行研究と同༷に、臨床現場
で活動している有֨ࢿ者の੠を௚઀ฉく試みは学生のキϟ
リア発ୡ支援にޮ果的ͩͬたものと考える。
　セϛナーࢀ加による認定・専門看護師΁の認識の変Խに
ついて学年ؒの差をみると、明らかな相ҧは認めなかͬた。
研究者らの調査結果６）では入学当初は認定・専門看護師΁
の関৺がߴかͬたがҟなる結果であͬた。今後はセϛナー
加人数を૿やし学年ؒによる差ҟについて検౼することࢀ
が課題である。
加人数がप஌し得た人数よりもগなかͬた఺についてࢀ　
は、セϛナー開࠵時ظが学生の授業や実習時ظにӨڹを受
けたものとਪ察される。このことから、自༝ࢀ加でセϛナ
ーを開࠵するࡍは学生の授業や実習等の学事暦を考慮し、
学生がࢀ加しやすいよう企ըする必要ੑが示ࠦされた。
　本研究の限քとして、対象者がগなくภりがあり、得ら
れた結果が一般的な看護学生΁のキϟリア支援΁のޮ果の
検証とは言い切れない。また、セϛナーを3回開࠵したが
開࠵時ظ、発表者の属ੑが༷々であり、結果にӨڹしたՄ
ೳੑは൱定できない。

৫　　　ৃ

　本研究に͝ྗڠいたͩいた対象者のօ༷、セϛナーに͝
。謝கしますײ師の方々に৺よりߨ௖いたྗڠ
　本研究の一部は第26回日本看護学教ҭ学会学術集会にお
いて発表した。
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